
　平成26年1月25日（土）富士宮市西公民館に

おいて、富士山エコレンジャー勉強会が開催されま

した。

　富士山における静岡県側の昨年の遭難件数は、

昨年度の56件に対し、本年度は98件と急増して

いることから、富士山エコレンジャー連絡会におい

ても、遭難者への対応の知識を習得するため、安全

対策をテーマに実施しました。

　はじめに静岡県警察山岳遭難救助隊の鈴木久二康

副隊長による「富士山における遭難の傾向と対策」と

題した講義が行われ、午後からは富士宮市中央消防

署員の指導により「救命救急講習（実技講習）」が

行われました。

　富士山において、ヘリコプターが十分に活動

できる範囲は標高2500m程度までとされており、

救助の主体は人力になるとの事で大変苦労されて

いることが伺えました。また、昨夏は富士山が世界

文化遺産に登録されたこともあり、遭難者のほと

んどが“登山初心者”であったとのことでした。

　遭難者を発見した場合は、まず周囲の安全確保と

スムーズな連絡、また、救助が来るまで遭難者から

離れず声をかける事が重要とのことでした。

　平成25年12月3日（火）、静岡県庁内におきま

して、マックスバリュ東海株式会社様より、

寄付金（75万7635円）の目録が贈呈されました。

　この寄付金は、マックスバリュ東海株式会社

様の各店舗における、お客様からの募金による

もので、平成24年12月10日から平成25年3月

3日までの間に「富士山の日」に合わせて実施し

た募金と、平成25年6月10日から30日までの

間に富士山の世界遺産登録に合わせて実施

した募金を合わせたものです。

　ふじさんネットワークからは、土会長が、御

厚意に対する感謝状を授与しました。
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